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１．はじめに  

 近年，アルカリシリカ反応（以下 ASR と称す）を要

因としたコンクリート中の鉄筋破断現象が報告された

ことがあり，ASR は注目を集めている 1)． 

 ASR の補修工法として，劣化因子の遮断を目的とし

たさまざまな工法が実施されているが，それらは補修

効果が十分ではなく，ASR による再劣化が起こる可能

性がある．そこで，アルカリシリカゲルの非膨張化を

目的として亜硝酸リチウムを用いた内部圧入工法の実

用化が進んでいる 2)．しかし，亜硝酸リチウムは高価で

あり，環境に応じた適切な圧入量を把握することが重

要である． 

 本研究では異なる環境条件での亜硝酸リチウムによ

る ASR 抑制効果について検討することを目的とした． 

２．実験概要  

 供試体は，反応性骨材を含むものと含まないものの 2

種類作製した．反応性骨材を含む供試体は，正常な細

骨材及び粗骨材のそれぞれ半分を反応性骨材とした．

また，ASR を促進するために 14.04kg/m3 の塩化ナトリ

ウムを打ち込み時に添加した．供試体は図-1 に示すよ

うに 400mm×75mm×75mm の角柱とし，膨張量測定のた

めにコンクリート表面にコンタクトチップを両端から

150mm の位置に設置し，チップ間を 100mm とした．打

ち込み後 5 日間湿潤マットでラップ養生を行い，ASR

促進のため温度 40℃，相対湿度 90%の環境に静置した． 

 図-2，図-3 に亜硝酸リチウム圧入前の供試体の質量

変化率，長さ変化率を示す．質量変化は，反応性骨材

の有無に関わらず材齢 180 日程度まで増加傾向を示し

た．長さ変化は，反応性骨材を含む供試体は材齢 180

日程度まで膨張傾向を示した．これは，供試体内部に

アルカリシリカゲルが生成し，それが吸水膨張したた

めと考えられる．一方で，反応性骨材を含まない供試

体は水分の供給はあるものの，ゲルは生成しておらず，

膨張しないために長さ変化率が小さいと考えられる． 

 材齢 200 日から 255 日にかけて，供試体の両断面中

央の φ10mm，深さ 150mm の圧入孔から亜硝酸リチウム

内部圧入を行い，圧入量はモル比（Li+/Na+）が 0.4，0.8，

1.2 とした．圧入後は曝露環境条件を温度 40℃と固定し，

相対湿度を 70%，90%の 2 つとした．材齢 360 日以降は

相対湿度を変更せず，温度を 40℃から 20℃に変更した．

また，長さ変化測定はコンタクトゲージ法を用い，質

量測定は 0.5g 精度のはかりを用いた． 

３．実験結果  

 図-4 に相対湿度 50%に変更した供試体の乾燥収縮量

を示す．供試体の曝露環境を，ASR 促進のための相対
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図-1 供試体の形状寸法 
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図-2 圧入前の質量変化率  図-3 圧入前の長さ変化率 
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図-4 乾燥収縮量の算出 
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湿度 90%の環境から，材齢 290 日以降は相対湿度 70%

の環境に変更したことで乾燥収縮の影響が表れる．そ

のため，曝露環境が変化しない相対湿度 90%環境下の

亜硝酸リチウム未圧入（モル比 0）の供試体との長さ変

化の差から乾燥収縮量を算出し，亜硝酸リチウムによ

る ASR 抑制効果のみを適切に把握できるようにした． 

 図-5，図-6 に相対湿度 70%環境下での質量変化率と

長さ変化率を示す．質量変化は，材齢 360 日まで全て

の供試体が減少した．材齢 360 日以降においても全て

の供試体が若干減少した．長さ変化は，材齢 360 日ま

でモル比が 0 の供試体のみ膨張し，その他の亜硝酸リ

チウムを圧入した供試体は初期に膨張傾向を示し，そ

の後収縮傾向を示した．初期の膨張はモル比の増大に

伴う水分量の増大が ASR の進行に寄与したためと推測

する．材齢 360 日以降は，モル比 0 の供試体が収縮傾

向を示したことから，ASR はほとんど進行していない

と考えられる．その他の供試体は全て横ばいとなった．

このことから，相対湿度 70%，温度 40℃及び 20℃の環

境では，ASR の進行に十分な水分供給量があることか

ら，モル比 1.2 の亜硝酸リチウム圧入量で，最も ASR

抑制効果が表れたと推測する．  

図-7，図-8 に相対湿度 90%環境下での質量変化率と

長さ変化率を示す．質量変化は，材齢 320 日程度から

横ばいとなった．これは，供試体内部と空気中の水分

量が平衡状態になったためであると推測する．長さ変

化は，材齢 360 日まで反応性骨材を含む供試体は全て

膨張した．材齢 360 日以降は，モル比が 0，0.4 の供試

体はほぼ横ばいとなり，モル比が 0.8，1.2 の供試体は

収縮した．このことから，相対湿度 90%，温度 40℃及

び 20℃の環境では，水分供給量が大きく ASR が進行し

やすい環境であるため，モル比が 1.2 の亜硝酸リチウム

圧入量で，最も ASR 抑制効果が表れたと推測する． 

４．まとめ  

 亜硝酸リチウムを圧入した初期は，圧入による水分

の増加によりASRの進行を促進させるが，温度が 20℃，

40℃，相対湿度が 70%，90%のどの場合においても，モ

ル比 1.2 の亜硝酸リチウム圧入量を用いることで，最も

ASR 抑制効果が得られることを確認した． 
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図-5 相対湿度 70%環境の長さ変化率           図-6 相対湿度 90%環境の長さ変化率 
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図-7 相対湿度 70%環境の質量変化率           図-8 相対湿度 90%環境の質量変化率 
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